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論文の要旨（日本語で記載） 
 
【目的】 
在宅要介護高齢者の口腔機能状態と栄養状態および食物摂取状況の関連を明らかにする

ことである． 
 

【対象および方法】 
対象者は，65 歳以上の要介護高齢者で，歯科診査，質問紙調査などへの同意が得られた

63 名（男性 25 名，女性 38 名，平均年齢 83.5±6.8 歳）とした．口腔機能状態は，ROAG
を用い，口腔内の 8 項目について 1～3 点で評価し，スコア 8 点で良好（以下，良好群），

9～12 点（軽度低下）と 13 点以上（重度低下）を口腔機能低下あり（以下，低下群）の 2
群に分け比較検討を行った． 

 
【結果】 

2 群間で，年齢，BMI，骨格筋指数（SMI），握力，MNA-SF に有意差はみられなかった．

良好群は低下群に比べて，Alb 4.0g/dl 以上者が多い傾向にあり，舌圧 35kPa 以上者が有意

に多く，認知自立度で要介護者が有意に少なかった．BDHQ による栄養素摂取量は，良好

群は低下群に比べて，たんぱく質摂取量が 70 歳以上の推奨量以上摂取している者が有意に

多く，ビタミン C の摂取量が有意に少なかった．食品群別摂取量は，良好群は低下群に比

べ豆腐類，根菜類，脂ののった魚類の摂取量が有意に多く，いも類，柑橘類，洋菓子類の摂

取量が有意に少なかった． 
 

【結論】 
在宅要介護高齢者において口腔機能状態と栄養状態，食物摂取状況との間に関連がみられ

た．口腔ケアや食事管理・指導を歯科と栄養の専門職が連携して進めることで口腔機能の悪

化予防ないし生活支援につながる可能性が示唆された． 

  


